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本
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の
イ
メ
ー
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を
確
立
す
る
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も
に
観
光
資
源
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特
産
品
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興
を

図
る
目
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で
創
設
さ
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ま
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町
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

決
定
し
た「
よ
ど
り
ち
ゃ
ん
」は
、
山

崎
苑
子
さ
ん（
越
部
）が
デ
ザ
イ
ン
し

た
も
の
で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

応
募
い
た
だ
い
た
３
０
０
件
を
超
え

る
作
品
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
結

果
選
ば
れ
ま
し
た
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11
月
３
日（
木
・
祝
）の
町
制
施
行

90
周
年
記
念
式
典
で
は
、
よ
ど
り

ち
ゃ
ん
の
初
披
露
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
後
、
よ
ど
り
ち
ゃ
ん
は
、
町
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
県
内
外

の
イ
ベ
ン
ト
で
も
活
動
す
る
予
定
で

す
。

『
よ
ど
り
ち
ゃ
ん
』に
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定
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（中央）最優秀賞　山崎　苑子さん（越部）
（右側）優 秀 賞　和田　真穂さん（下渕）
（左側）優 秀 賞　川﨑　貴文さん（比曽）

▲マスコットキャラクター入賞者のみなさん

みなさん
イベントに参加して

よどりに
会いに来てね♪

「よどりちゃん」のプロフィールを紹介します
　100年以上前から梨の大木に生息していた梨の妖精。
　大淀町の心温かい人たちと触れ合いたくて、そして大淀町の魅力をたく
さんの人にＰＲするために最近地上に姿を現しました。
　吉野川の清流と豊かな緑に囲まれた自然いっぱいの大淀町が大好きな
「よどりちゃん」。
　「よどり」の名前は「おおよど」の「よど」に「梨」を音読みにしたところから
きました。
　梨パワーで大淀町の魅力を全国のみなさんにPRするペアー！！
○性　　　格　人なつっこくて、甘えんぼうペアー。
○自　　　慢　お気に入りの梨の花形の髪飾りと、つやつやのお肌。
　　　　　　　キメ細かい艶

つや

やかなお肌をキープするため、日々肌のお手
　入れに夢中。

○口　　　癖　語尾に「ペアー」をつけることペアー。（P
ペ ア ー

EAR：梨）
○趣　　　味　日本全国を旅し続けること。
○特　　　技　たくさんの人にスイートな癒

いや

しを与えることペアー。
○好きなもの　もちろん大阿太高原の梨に決まってるペアー。
○苦手なもの　むしと病気。自慢の肌にできる「黒斑病」は大の苦手ペアー。

最優秀賞　山崎苑子さんのコメント

　大淀町といえば梨。私は梨も大淀町も
大好きです。全国で大淀町のことを知っ
ている人はあまり多くないと思うので、
このキャラクターを見て「大淀町ってど
んなところかな？一度行ってみたいな」
とたくさんの人に思ってほしい、という
気持ちでデザインしました。
　やはり自分の町が有名になれば嬉

うれ

しい
ので、魅力をアピールして大淀町がにぎ
やかに活性化してほしいです。

岡下町長のコメント

　キャラクターのデザインと愛称には、
たくさんの町民のみなさんが応募をして
いただき、大変嬉しく思っております。
この度誕生したキャラクター「よどり
ちゃん」にはたくさんのみなさんの思い
が詰まっております。今後このキャラク
ターを有効に活用して大淀町の魅力を存
分にＰＲし、人や産業がいきいきと、そ
して「住んでよかった」と誇れるような町
づくりにつなげていきたいと思います。

今
後
の
よ
ど
り
ち
ゃ
ん
の
予
定

〇
11
月
12
日（
土
）

　

ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

〇
12
月
３
日（
土
）・
４
日（
日
）
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テ
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天
候
や
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催
者
の
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に
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り
、
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ど
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ゃ
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更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.

tow
n.oyodo.nara.jp/

）で
も
、
よ

ど
り
ち
ゃ
ん
の
活
動
の
様
子
を
掲
載

し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
ね
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

企
画
政
策
課



�

▲�年代別リレー
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き

秋晴れの下　大盛り上がり！
第47回大淀町民体育大会

　10月９日（日）、町平畑運動公園サッカー場で、町民の健康づ
くりと親睦・交流を図ることを目的に、第47回大淀町民体育大
会が開催され、約2,500人のみなさんが参加しました。
　大会当日は、さわやかな秋晴れで、参加者のみなさんの真っ
赤に日焼けした姿が印象的な一日となりました。
　競技では、リレーや玉入れ、綱引きをはじめ26種目の競技が
行われ、競技に応援に、子どもから高齢者までが一体となって
盛り上がり、スポーツを通して親睦と交流を深めました。
　また、台風12号被災者への募金活動の一環として、会場に募
金箱を設置し義援金を募ったところ、多くのみなさんから募金
をいただきました。

【総合の部】
優　勝　中部体育協会
準優勝　西々部体育協会
第３位　北町体育協会
第４位　東部体育協会
第５位　下渕体育協会

【スポーツ少年団リレー】
〈男子の部〉
優　勝　今木
準優勝　車坂
第３位　上桧垣本
〈女子の部〉
優　勝　緑ヶ丘 A
準優勝　緑ヶ丘 B
第３位　北野 A

大 会 結 果

【功労賞】
○浦手　　章さん
【優秀選手賞】
○松田　憲悟さん（国体予選近畿ブロック大会少年男子の部バスケットボール競技）
○仲田　祐也さん（第35回全国少年サッカー大会）
○仲田　健人さん（バーモントカップ第20回全日本少年フットサル大会）
○久保　匠以さん（第35回全国少年サッカー大会）
○久保吏久斗さん（国体予選近畿ブロック大会サッカー競技）
○中野　瑠奈さん（第29回近畿ブロック交流会バレーボール競技）
○中野　瑠乙さん（第29回近畿ブロック交流会バレーボール競技）
○森　　恒子さん（第5回全国グラウンドゴルフレディス交歓大会）
○谷　　恒子さん（第5回全国グラウンドゴルフレディス交歓大会）
○中谷　　弘さん（第23回全国スポーツクリエーション祭「スポレクとやま2010」グラウンドゴルフ競技）
〇大馬崎友彦さん（第23回全国スポーツクリエーション祭「スポレクとやま2010」年齢別テニス競技）
〇杉島　諒一さん（夢半島・千葉国体ウェイトリフティング77㎏級）
〇大淀中学校女子テニス部（平成23年度近畿中学校総合体育大会テニス競技女子団体の部）

　本大会で、長年にわたり地域ならびに本町の体育・スポーツ振興に尽力された人を功労者として、県体育協会主
催の県大会で優勝された人（団体）およびそれ以上の大会に県予選等により出場された人（団体）を優秀選手として、
表彰させていただきました。
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県大会優勝
大淀中学校女子テニス部

　９月23日（金）に開催された第62回奈良県中学校
新人大会女子団体の部において、大淀中学校女子テ
ニス部が優勝されました。
　この試合は３年生の引退後に新チームとなって初
めて挑む大会で、「絶対に優勝してスタートをきりた
い！」と、部員全員が一丸となって日々練習に打ち込
んでいたそうです。
　10月11日（火）に行われた町への優勝報告では、
町長からの「これからも目標をしっかりたてて、がん
ばってください。」との激励の言葉に対し、テニス部
のみなさんは、「もっと強くなれるように、これから
も練習をがんばります！」と、意気込みを語ってくれ
ました。

キャプテン
　末次�真菜さんのコメント
　このメンバーで優勝できてうれしいです。みんなで
応援し合って、気持ちの良い試合ができて良かったです。
これからも全国大会をめざしてがんばります。

▲大淀中学校テニス部のみなさん

　平城遷都1301年記念第１回まほろば還暦野球全
国大会が、10月11日（火）・12日（水）に奈良市の鴻
ノ池球場等で開催され、大淀中学クラスメイツのみ
なさんが出場されました。大会は、９月に行われた
県予選を突破された４チームと県外からの２チーム
計６チームによって激戦が繰り広げられました。大
淀中学クラスメイツは、初戦を岐阜県の下呂クラブ
と戦い勝利を収められ、敢闘賞を受賞されています。
60歳を超える選手のみなさんの年齢を感じさせない
動きに歓声が上がるなど、元気いっぱいなプレーに
会場は大いに盛り上がり、参加されたみなさんは試
合を通して交流・親睦を深められました。

　毎月第３日曜日に旭ヶ丘運動場（北六田）で練習しています
ので、町内在住の60歳以上の方で野球を楽しみたい！という
方はぜひご連絡ください。女性の方、見学の方も大歓迎です。
■問い合わせ先　東 　清文さん　☎0747−52−7439
　　　　　　　　竹田 　博さん　☎0746−32−0001
　　　　　　　　桝本 吉正さん　☎0747−52−5615

全国大会に出場
大淀中学クラスメイツ

選手兼監督
　東�清文さんのコメント
　挑戦する気持ちを忘れず楽しむことが大切です。
野球に興味のある方は、一緒に全国大会に挑戦して
みませんか。

田中 雅美さんによる水泳指導
ミズノビクトリークリニック

　10月23日（日）、町健康づくりセンター（ミズノ
ウエルネス大淀）でミズノビクトリークリニック in
ミズノウエルネス大淀が開催され、約40人のみなさ
んが参加しました。
　ミズノビクトリークリニックは、スポーツの楽し
さを伝え、チャレンジする人を応援することを目的
に全国各地のミズノ関連施設で開催されています。
今回、町健康づくりセンターではシドニーオリンピッ
ク銅メダリストの田中雅美さんを招き、実技指導・握
手会・サイン会を行いました。
　クリニックでは、普段受講することのできないトッ
プアスリートによる実技指導を、参加者のみなさん
は緊張しながらも一生懸命受け、レッスンが終了す
る頃には、みなさんとてもきれいなフォームで泳い
でいました。また、クリニック終了後に行われた握
手会・サイン会では、「将来田中選手のようになりた
いです！」と子どもたちが元気に抱負を語っていまし
た。

田中�雅美さんのコメント
　一生懸命話を聞いてトライしてくれて、まだまだ
伸びる可能性を感じました。これからもそれぞれの
目標をめざして、諦めずにがんばってください。
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▲スーパーでの
　　街頭募金の様子

積み込み作業の様子 ▼

▼

町
果
樹
組
合
の

　

み
な
さ
ん

� 　地域安全啓発の様子 ▼

▲追悼の言葉
▲献花

▲力作がたくさん

町の福祉向上へ
赤い羽根共同募金運動

　10月１日（土）から平成23年度赤い羽根共同募金運動
がスタートしました。「じぶんの町を良くするしくみ。」を
メインテーマに掲げるこの運動は、12月31日（土）まで
全国で展開されます。集まった募金は、高齢者、障がい者、
子どもたちなどへの地域の福祉活動に役立てられます。
　町内でも10月１日（土）
から３日（月）までの３日
間、この活動の一環とし
てスーパーなどで街頭募
金が行われ、たくさんの
人が心を込めて募金に協
力していました。

■問い合わせ先
　奈良県共同募金会大淀町支会
　（町社会福祉協議会内）
　☎0747−52−1941

梨に思いを込めて
町果樹組合が梨を寄贈

　10月４日（火）、町果樹組合が台風12号による豪雨で
被災した五條市や黒滝村、天川村、十津川村、野迫川村
の人たちに町特産の梨約180箱を贈りました。これは、

「秋の味覚を味わうことで、元気になって一日でも早く
復興して欲しい」という思いから行われたものです。
　当日朝早くから組合員のみなさんによりトラックに積
み込まれた梨は、昼過ぎには組合員の手で直接被災地ま
で届けられました。

みんなでつくろう安心の街
全国地域安全運動

　10月11日（火）から20日（木）までの10日間、全国地
域安全運動が実施され、町内でも様々な活動が行われま
した。
　この運動は、地域安全に関係する機関・団体および警
察などが連携し、まちぐるみで安全で安心して暮らせる
地域社会の実現を目的に行われています。
　19日（水）、20日（木）には、町安全対策推進協議会、
安全なまちづくり委員のみなさんが町内の大型店舗３ケ
所で買い物客に「自転
車の盗難」「車上・部品ね
らい」「振り込め詐欺」等
の犯罪に対する注意を
呼びかけました。

平和を願って
町戦没者追悼式を開催

　10月14日（金）、町戦没者追悼式が町中央公民館で行
われ、遺族をはじめ約150人が参列しました。
　戦没者追悼式では、戦没者の御霊に黙祷をささげ、町
から出兵して戦死した人々の冥福を祈るとともに、平和
への誓いをこめて英霊に白い菊の花が手向けられました。
　終戦から66年が経ち、戦争を知らない世代が多くな
っている現在、悲惨な戦いをもう二度と繰り返さないよ
う、後世にこの悲惨な過去を伝えていかなければなりま
せん。

子どもたちの力作が並んだ
郡子連絵画コンクール

　吉野郡内の小学生が応募した吉野郡子ども会育成者連絡協議会主催の第２回絵
画コンクールの展覧会が10月15日（土）・16日（日）の２日間、町文化会館で開か
れました。
　会場には吉野郡内の小学生が応募した昨年の２倍近くの159点全てが展示され
ました。会場を訪れた人は、子どもたちの力作に時間を忘れて見入っていました。
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大淀中学校英語指導助手の
マリッサ・アケミ・ルボンさん

2011年10月7日
みなさん、こんにちは！
　私は先週末、有名な甲子園へ初めて阪神タイガースの試
合を見に行ってきました。その日は、名古屋中日ドラゴン
ズとの試合で、本当にわくわくした試合でした。でも、野
球は良いスポーツだと思うけど、私はあまり好きではなか
ったのです。なぜかというと、野球の試合は延長すること
が多くて、見に行くのが好きではなかったからです。でも、
日本へ来る前に、たくさんの人に日本の野球は、アメリカの
野球とは違うと言われていたので、少なくとも1度は日本の
野球を見に行かなくてはいけないと思っていました。「違う」

「とっても楽しい！」という言葉に疑いを感じながらも、「見に
行こう」と自分自身に約束していたのです。

　みんなの言っていたことは本当で、とっても楽しかった
です。タイガースファンの人たちは皆、タイガースのグッ
ズを身につけていて、各選手や色々な状況に応じた応援の
仕方や応援歌を知っていました。そのことは本当に楽しい
経験でした。最初、何をしたらよいのか分からず、とても
混乱したけど、終わりに近づき、どうすればいいのか分か
ってきて、応援に参加することができました。みんなが風
船をふくらませ、７回の裏に一斉に風船を飛ばした瞬間は、
一番素敵な光景でした。その光景はとても綺麗で、何千も
の色とりどりの風船がスタジアムの周りを飛んでいきまし
た。残念なことに、タイガースは３対４で負けてしまいま
した。と同時に、とても素敵な時間が終わりました。私は、
次回見に行くためにタイガースの帽子を買ったので、本当
にもう一度見に行きたいです。

マリッサ

▲城陽会のみなさん ▲受賞された薮井さん

October 7, 2011
Hello, everyone！！
　Guess what！！ I went to my first Hanshin Tigers 
baseball game last weekend at the legendary Koshien 
stadium. They were playing the Chunichi Dragons 
from Nagoya and it was a really exciting game! Let 
me tell you though, although I appreciate baseball for 
what it is, it is not exactly my favorite sport. I don't 
like going to baseball games as they tend to be really 
long. But before moving here, a lot of people told me 
that baseball games are different in Japan and that I 
needed to go at least once.‘It's different,’they said‘It's 
so much fun！’I was skeptical, but promised myself 
that I'd go.
　They couldn't be more right. I had such a good time. 
With all the fans decked out in team memorabilia 
and everyone knowing all the cheers and songs for 
different players and situations, it was definitely a 
fun experience. At first, I was kind of confused and 
didn't really know what to do. But towards the end, 
I started getting the hang of it and could join in the 
cheers. The best part of the game was when we 
blew up balloons and released them into the air at 
the bottom of the seventh inning. It was such a cool 
sight, thousands of colorful balloons flying around the 
stadium. Although, the Tigers lost, 4−3, it ended up 
being such a great day. I really would like to go again. 
I even bought a Tigers hat to wear for next time！

marissa

奈良県知事表彰および全国老人
クラブ連合会会長表彰賞を受賞

西町四丁目　城陽会
　９月15日（木）、奈良県庁で西町四丁目 城陽会（会員：
51人）が老人福祉功労者として奈良県知事表彰を受賞さ
れました。また、10月14日（金）には、県社会福祉総合
センターで全国老人クラブ連合会会長表彰を受賞されま
した。
　城陽会は長年にわたり平日の１日３回、天候に関係な
く桜ヶ丘小学校および大淀養護学校の生徒の登下校の見
守りや通学路の整備を行い、地域の安全を守ることに貢
献されています。この『登下校・見守りサポート』は、多
発していた車とのトラ
ブルを防止するだけで
なく、子どもたちがあ
いさつの大切さを身に
つけることにも繋がり
ました。
　全ての子どもたちが
元気で幸せに育つこと
が城陽会にとって最大
の喜びで、今後も『登
下校・見守りサポート』
を続けていくそうです。

奈良県知事表彰を受賞
薮井 龍昭さん

　９月15日（木）、奈良県庁で薮井龍昭さん（北野）が老
人福祉功労者として奈良県知事表彰を受賞されました。
　薮井さんは、町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ部
部長および県グラウンドゴルフ協会理事として、グラウ
ンドゴルフを盛況に世に広め、高齢者の健康維持や高齢
者同士の交流に尽力されました。また、県老人クラブ連
合会の会員として、健康のために運動を推奨する『ねた
きりゼロ運動』にも精力的に参加されています。
　受賞に際し薮井さん
は、「このような賞をいた
だけてうれしいです。グ
ラウンドゴルフは、健康
維持のための運動にも、
仲間との交流にも最適の
スポーツです。高齢者に
はもちろん、若い人やお
子さんにも、ぜひプレー
してもらいたいです。」と
話してくださいました。
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学
習
会
の
様
子

◇大淀あらかしテレビの番組に関すること
　町役場総務課　☎0747－52－5501
◇�こまどりケーブルの加入・サービス内容に関すること
　こまどりケーブル　☎0120－667－740

　大淀あらかしテレビでは、町内で行われた行事や地
域の話題、幼稚園・保育所・小学校の様子などを放送し
ています。
　11月は、「町民体育大会」「町制施行90周年記念式典」
などの様子を放送する予定です。
　大淀あらかしテレビを視聴するには、こまどりケー
ブルへの加入が必要です。ぜひ加入してください。

　10月21日（金）、町内の歴史・文化について学ぶ
「おおよど歴史学習会」を、西増老人憩いの家で開
催しました。町内のみなさん約20名が集まり、西
増地区に伝わる話や、神社、寺院の文化財など、
地域の歴史を見直すよい機会となりました。
　次回は、12月に中増地区で開催の予定です。み
なさんのご参加をお待ちしています。

■問い合わせ先
　町教育委員会　
　生涯学習課
　（町文化会館）
　☎0747−54−2110

　おおよど歴史学習会
　　　in 西増を実施しました
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子どもたちの笑顔のために！
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身体的虐待

●殴る、蹴るなどの暴力
●タバコの火などを押しつける
●逆さづりにする
●冬、戸外に長時間閉め出す

性的虐待

●性的いたずら
●性的行為の強要
●ポルノグラフィーの被写体などを強要する

ネグレクト（教育の放棄または怠慢）

●食事を適切に与えない
●保護者の都合などで、学校に登校させない
●病気やケガをしても病院に連れて行かない
●乳幼児だけを家に残したまま外出する
●衣服などを長時間、不潔なままにする
●保護者以外の同居人による虐待行為の放置

心理的虐待

●無視、拒否的な態度
●ば声を浴びせる
●言葉によるおどかし
●兄弟間での極端な差別扱い
●�子どもの目の前で、配偶者や身近な人に暴
力を振るう（ＤＶ）
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広告入り事務用共通封筒を募集します
　町では、財源確保や事務経費節減の取り組みとして、町の一般業務や事業で使用する事務用共通封筒の裏面
に広告を入れて作成し、無償提供してくださる企業・団体等を募集します。
■募集する封筒
　①角形１号封筒　3,000枚程度（500枚を一口とし、一口以上）
　②角形２号封筒　10,000枚程度（1,000枚を一口とし、一口以上）
　③長形３号封筒　15,000枚程度（1,000枚を一口とし、一口以上）
　※１　使用用途は町が決定するものとし、広告主が制限することはできません。
　※２　使用期限は設けません。提供された封筒が残存する期間使用します。
　※３　封筒の提供を受けた後に町が使用する封筒として適当でないと認めるときは、使用を中止します。
　※４　現在使用している広告のない封筒も併用します。
■封筒の規格等（概要）

　封筒の規格や広告掲載の用件等詳細については、実施要領等を総務課で配布していますので確認してくださ
い。（町ホームページからもご覧いただけます。）
■申込方法
　「大淀町有料広告掲載申込書」および「大淀町事務用共通封筒提供申出書」に必要事項を記入し、掲載しようと
する広告の見本を添えて町役場総務課まで提出してください。（申込書等は町ホームページからもダウンロード
できます。）
■問い合わせ先　町役場　総務課

封筒の種類 角形１号封筒 角形２号封筒 長形３号封筒

広告の掲載箇所 裏面 裏面 裏面

広告スペース (最大 ) 縦280㎜×横240㎜ 縦250㎜×横210㎜ 縦110㎜×横170㎜

刷色 表面：単色　　　　　裏面：指定なし

表面仕様 「郵便番号枠」のほか町が指定する事項を表示してください。

裏面仕様 広告スペース右上および下部に町が指示する事項を表示してください。

造林補助事業が変わります！

作業種 林齢（年） 事業規模 備　　考

人 工 造 林 0.1ha 以上 ◦スギ･ヒノキは2,000本／ ha以上、広葉樹は1,000本／ ha以上の植栽

下 刈 り １～５ 0.1ha 以上

枝 打 ち 11～30 0.1ha 以上 ◦�枝打ち高さ上限6.5m、間伐と一体的に実施する場合は11～90年生で
実施可能

除 � 伐 11～25 0.1ha 以上 ◦�伐採率20％以上、気象災害等の復旧のために実施する場合は60年生ま
で対象

間 � 伐 11～60 5.0ha 以上 ◦伐採率20％以上
◦１ha当り10㎥以上の搬出が必要

鳥 獣 害 防 止
施 設 等 整 備 ◦人工造林と一体的に実施されたもの

森林作業道整備 ◦上記施業と一体的に実施されるもの（２年先行して実施可能）

　間伐は、昨年度までは個々に実施した小規模な間伐も補助対象でしたが、本年度からは一定の区域（�0～
200ha）において、年間５ha以上の搬出間伐実施個所を集約化することが条件となりました。
　本年度間伐を計画されている人は事前計画の作成が必要ですので、早急に森林組合へご相談ください。
※　本年度の除伐については、11～25年生　0.1ha 以上が対象で、搬出の必要はありません。
　　（集約化とは、複数の森林所有者の隣接する林地をとりまとめ、一体的に効率よく施業を行う事です。）
■問い合わせ先　吉野中央森林組合　☎0746－42－0009【本所】　☎0746－32－3278【支所】

　今までの造林補助事業では集約化されていない小規模な伐り捨て間伐にも助成がありましたが、これからは
集約化し計画的な施業を行う山林への助成に変わります。
《新しい制度における作業種と概要》
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広告掲載イメージ
①②③の封筒（裏面）

広告掲載イメージ
④の封筒（裏面）

11月は固定資産税第３期の納期です
　11月30日（水）までに納めていただきますようお願い
します。
　また、納税には便利な口座振替制度をご利用ください。
口座振替依頼書は町内の各金融機関や郵便局にも備え付
けています。
　なお、金融機関等での受付日によっては翌年度からの
振替になることもありますので、口座振替を希望される
人はお早めに手続きをしてください。
■問い合わせ先
　町役場　税務課

　地方税の公平・公正を確保し、納税者の信頼を守るため、
次のとおり「市町村税・県税の一斉滞納整理強化期間」を
設定し、県内全市町村と県が差し押さえなどをはじめと
する滞納整理に集中的に取り組むこととなりました。
　期間中は、町および県税事務所が、滞納者と取り引き
のある金融機関や勤務先に対し、法律に基づく財産調査
についても集中的に行うこととなります。みなさんのご
理解とご協力をお願いします。
■実施期間　11月・12月
■実施団体　県内全市町村および県
■取組内容（例）
　①町と県の不動産合同公売の実施
　②滞納者に対する差押（預貯金・給料など）の集中実施
　③滞納者に対する電話催告・文書催告・訪問催告の集中

実施
■問い合わせ先　町役場　税務課

11月・12月は
「市町村税・県税の　　　　　　

　　　一斉滞納整理強化期間」
～許しません！ 滞納～

町税納税通知書発送用封筒への広告を募集します
　町では、新たな財源確保の取り組みとして、町役場から
納税通知書などを発送する際に用いる封筒に、広告を掲載
する企業・団体等を募集します。
■募集する封筒
　納税通知書等発送用封筒　　�計18,000枚
　[ 内訳 ]
　①町県民税納税通知書用封筒　　5,000枚
　②固定資産税納税通知書用封筒　9,000枚
　③督促状・催告書用封筒　　　�　2,000枚
　④軽自動車税納税通知書用封筒　2,000枚
■広告掲載位置
　封筒の裏面のうち、町が指定した位置

■広告募集枠数
　①～④の封筒を通じて２枠
■広告の大きさ
　①～③の封筒　縦６㎝×横８㎝
　④の封筒のみ　縦５㎝×横８㎝
■広告の色　
　単色刷（町が決定した色）
■広告掲載料
　１枠４万5000円（消費税相当額を含む）
　ただし、同一の企業・団体等が２枠とも広告を掲載する
場合は、２枠で６万7500円とします。
※　広告原稿に係るデザイン作成費は広告主で負担して
ください。

■封筒の使用期間
　平成24年４月から当初に印刷した封筒の在庫が無くな
るまで
※　当初に印刷した封筒を全て使用するとは限りません。
■掲載できない広告
　大淀町有料広告掲載の取扱いに関する規程第３条各号
に定めるもの（抜粋①～⑨）のほか、今回募集する封筒には
掲載することができないもの（⑩～⑬）の広告があります。
①町の公共性、中立性およびその品位を損なうおそれのあ
るもの
②法令等に違反し、または抵触するおそれのあるもの
③政治活動、宗教活動、意見広告、個人的宣伝、求人広告
その他これに類するもの
④人権侵害のおそれのあるもの
⑤公の秩序または善良の風俗に反するおそれのあるもの
⑥虚偽または誇大な表現で不適切なもの
⑦町が推奨しているもの等の誤解を招くおそれのあるも
の
⑧町税を滞納している者の広告であるもの
⑨その他掲載する広告として妥当でないと町長が認める
もの
⑩証券、商品先物取引業
⑪土地家屋等の不動産に係る収益事業
⑫原動機付自転車、二輪の小型自動車、軽自動車に係る収
益事業
⑬税理士業
※　詳細については、実施要領等を町役場税務課で配布し
ていますので参照してください。（町ホームページからも
ご覧いただけます。）
■申込方法
　大淀町有料広告掲載申込書に掲載しようとする版下（完
全な原稿）を添えて、11月30日（水）[ 必着 ] までに町役場
税務課に提出してください。（申込書は町ホームページか
らもダウンロードできます。）
■問い合わせ先　町役場　税務課
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中学校卒業前までのお子さんを持つみなさんへ
10月から「子ども手当」が変わります！申請をお忘れなく！！

（これまで子ども手当を受け取っていた人も含め、全ての人が対象です。）

　10月分からの支給額は以下のように変わります。

【手当の月額】（平成2�年10月分～平成2�年３月分）
　・０歳～３歳未満　　�：15,000円（一律）
　・３歳～小学校修了前�：10,000円（第３子以降は15,000円）
　・中　学　生　����　���：10,000円（一律）
　※　10月分～1月分の手当は平成24年２月に、２月・３月分の手当は平成24年6月に支払われます。

　また、これまでと支給対象者が変わる場合があります。
　10月分からの子ども手当を受け取るためには、これまで受け取っていた人も含め、対象のお子さんを持つ全
ての人は、新たに「子ども手当認定請求書」の申請が必要です。また、健康被保険者証の写・銀行口座の写等も必
要です。
※　公務員の人は勤務先で申請します。

　平成2�年３月末までに申請をすれば、10月分からの手当を受け取ることができます。

■問い合わせ先　町役場　福祉課

　母子家庭や母子生活自立支援施設に入所されている母
親を対象に、就労への支援を行うため、看護師や介護福
祉士の資格取得に向けて現場体験や実習支援を行ってい
ます。
　実習については、面談の上で日程や内容を検討します
ので、興味のある人はお知らせください。
■問い合わせ先
　町社会福祉協議会　介護事業課
　☎0747－53－0589

社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書が送付されます

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～
　国民年金保険料は、税の申告をする時、納めた保険料
の全額が社会保険料控除の対象となります。
　平成23年中に納めた保険料について社会保険料控除を
受けるためには、年末調整や確定申告を行う時に、保険
料を支払ったことを証明する書類（領収証書等）の添付が
義務付けられています。
　このため、国民年金保険料を納付された人には、日本
年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が送付されますので、年末調整や確定申告を行う時まで
大切に保管してください。

■問い合わせ先
　日本年金機構
　控除証明書専用ダイヤル　☎0570－070－117
　ＩＰ電話からは　　　　　☎03－6700－1130
　※　平成24年３月15日まで設置予定　

「扶養親族等申告書」は
期限までに提出しましょう！

　課税対象となる年金受給者には、11月上旬までに日本
年金機構から「扶養親族等申告書」が送付されますので、
12月１日の提出期限までに必ず提出してください。

■問い合わせ先
　大和高田年金事務所　☎0745－22－3531

対　　象 送　付　時　期
平成23年１月１日から
９月30日までの間に
保険料を納付された人

平成23年10月下旬から
11月上旬まで

平成23年10月下旬から
11月上旬までの送付対象と
ならなかった人で、

10月１日から12月31日までの間
に初めて納付された人

平成24年１月下旬

平成2�年分「扶養親族等申告書」が送付される人

年
齢

65歳未満 年金額が108万円以上
65歳以上 年金額が158万円以上

母子就労支援事業
母子世帯のお母さんを応援します！

注意　以下の人は速やかに申請してください。（３月までに申請しても遡って受け取れません。）
　・10月以降に他の市町村へ転出した人
　・10月以降にお子さんが生まれた人
　10月以降に他の市町村へ転出した人は、転出した日（転出予定日）の次の日から、�10月以降にお子さんが
生まれた人は、お子さんが生まれた日の次の日から数えて15日を経過するまでに必ず申請してください。

さかのぼ
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下水道接続に伴う浄化槽撤去補助制度について

　新たな補助制度が創設されました。この補助制度をご活用いただき、下水道への接続による快適で衛生的な
生活環境の実現と吉野川の水質保全、自然環境の保護にご協力をお願いします。

■補助制度の概要
　下水道供用開始区域内における、浄化槽設置世帯（単独槽または合併槽）が下水道に接続する際の浄化槽の撤
去・転用についての費用を補助します。
■補助対象
　下水道供用開始区域内の浄化槽設置世帯（単独槽または合併槽）
　その他の補助対象基準については、大淀町水洗便所改造助成金の交付基準に準じます。
　※　供用開始後、３年経過などに関わらず補助金を交付します。
■補助金額　90,000円（建築物１戸につき１件限りの撤去工事）

　また、従来からの大淀町水洗便所改造助成金と併せて、水洗化の促進にご協力をお願いします。
　なお、この制度は、平成2�年度末までとなっています。

第
４
回
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
換
会
を
開
催

　

町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
人

た
ち
の
活
動
を
さ
ら
に
活
発
化
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
、
魅
力
あ
る
大
淀
町
を
つ
く
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
日
ご
ろ
活
動

さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
ど
う
し
の
意
見
交
換
・
交
流
を

目
的
に「
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
換
会
」を
開
催
し
て
い
ま

す
。
10
月
22
日（
土
）に
、
第
４
回
ま
ち
づ
く
り
情
報
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

土
曜
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
33
人
の
み
な
さ
ん
が
ご

参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
７
つ
の
団
体
か
ら

出
席
者
へ
向
け
て
の
活
動
参
加
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
活
動
を
は
じ
め

て
間
も
な
い
人
が
、
他
の
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
場
面
や
、
団
体
ど
う
し
が
、
今
後
の
活
動
で
の
連
携

の
約
束
を
す
る
場
面
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
他
の
団
体
の
活

動
に
つ
い
て
知
る
事
が
で
き
、
新
し
い
つ
な
が
り
が
で

き
た
。」「
参
加
し
て
良
か
っ
た
。」と
い
う
ご
意
見
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
よ
り
深
い
話
し
合
い
が
で
き
る
よ
う
、
テ

ー
マ
別
の
情
報
交
換
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
内
容
の
充

実
を
図
り
な
が
ら
み
な

さ
ん
の
活
動
に
対
す
る

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
活
動
に

関
す
る
悩
み
な
ど
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
町
役

場
企
画
政
策
課
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

〈大淀町水洗便所改造助成金〉
■補助対象
　下水道供用開始後３年以内に下水道へ接続した世帯で、下記の⑴のア、イのいずれかと⑵の条件を満たした世帯
⑴ア．引き続き１年以上町内に家屋敷、事務所または事業所を有する個人世帯
　イ．�引き続き１年以上町内に事務所、事業所またはその他の施設（寮・宿泊所など）を有する法人および法人でな

い社団または財団で代表者または管理人の定めのあるもの
⑵受益者負担金を完納し、かつ町税を滞納していないこと
■補助金額　100,000円（建築物１戸につき１件限りの改造工事）

　両制度ともに、年度末で助成の申請が集中した場合は、翌年度請求とさせていただく場合があります。
　また、公共下水道事業計画区域外にお住まいのみなさんにつきましては、合併処理浄化槽の設置補助制度および
既設単独浄化槽撤去補助制度をご活用ください。
　対象地域については、大淀町ホームページ『合併処理浄化槽設置整備事業』(http://www.town.oyodo.nara.jp/
html/02/05/gappeishori.htm) をご覧いただくか、町役場環境整備課までお問い合わせください。

■補助金額　人槽別に次の額となります。
　平成23年４月１日～平成24年３月31日　　　　　　　　�平成24年４月１日～

■問い合わせ先　町役場　環境整備課

人槽区分

限度額

通常型
高度処理型

窒素または
りん除去型

窒素および
りん除去型

５人槽 332,000円 444,000円 528,000円
７人槽 414,000円 486,000円 693,000円
10人槽 548,000円 576,000円 963,000円

人槽区分

限度額

通常型
高度処理型

窒素または
りん除去型

窒素および
りん除去型

５人槽 384,000円 444,000円 528,000円
７人槽 451,000円 486,000円 693,000円
10人槽 569,000円 576,000円 963,000円
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▲映らない場合の例 ▲映りが悪い場合の例

大淀町

　

最
近
、「
近
所
で
ご
み
が
大
量
に
放
置
さ
れ

て
い
る
の
で
処
分
し
て
も
ら
い
た
い
。」「
近

所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、
煙
や
臭
い
で

困
っ
て
い
る
。」な
ど
の
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。い
わ
ゆ
る「
不
法
投
棄
」や「
野

焼
き
」の
苦
情
で
す
。
こ
れ
ら
は
近
隣
の
迷

惑
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
球

環
境
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
重
大
な
犯
罪
で

す
。
ご
み
を
正
し
く
処
理
す
る
こ
と
は
、
廃

棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
に

よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
発
生
し
た
ご
み
は
、

町
の
ご
み
収
集
な
ど
、
定
め
ら
れ
た
処
理

方
法
で
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
き
れ
い

な
ま
ち
を
守
る
た
め
に
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
と
て
も
大
切
で

す
。

　

不
法
投
棄
と
は
、
山
や
河
川
、
道
路
の

よ
う
な
ご
み
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
場
所
に

ご
み
を
捨
て
る
こ
と
で
す
。
産
業
廃
棄
物
や

テ
レ
ビ
等
の
大
き
な
ご
み
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
ポ
イ

捨
て
も
立
派
な
不
法
投
棄
で
す
。

　

野
焼
き
と
は
、
法
律
で
決
め
ら
れ
た
基
準

を
満
た
す
焼
却
炉
以
外
で
ご
み
を
焼
却
す
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ド
ラ
ム
缶
や

ブ
ロ
ッ
ク
囲
い
、
地
面
に
掘
っ
た
穴
等
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
法
律
の
基
準
を
満
た
さ
な

い
焼
却
炉
で
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
も
野
焼

き
に
あ
た
り
ま
す
。
野
焼
き
は
、
毒
性
の
強

い
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
発
生
さ
せ
る
危
険
性

が
あ
る
た
め
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
全
面

的
に
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
例
外
規
定
の
例
〉

◦
と
ん
ど
焼
き

◦
農
業
で
発
生
し
た
稲
わ
ら

◦
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー　

等

　

例
外
規
定
で
あ
っ
て
も
近
隣
か
ら
の
苦
情

が
あ
る
場
合
は
、
行
政
指
導
、
改
善
命
令
等

の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
周
囲
に
は
十
分
な

配
慮
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
所
か
ら
発
生
す
る
ご
み
に
つ
い
て

は
、
産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
奈
良

県
の
許
可
を
有
し
て
い
る
処
理
業
者
へ
処
理

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
一
般
家
庭
と

同
様
に
町
で
処
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の

で
、
町
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
、
所
在
す
る

地
区
の
収
集
日
に
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
の
例
〉

◦
飲
食
店
、
食
堂
か
ら
発
生
す
る
生
ご
み

◦�

事
務
所
か
ら
発
生
す
る
紙
く
ず
・
事
務
用

品
◦�

そ
の
他
、
一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
も

の
と
同
様
の
ご
み

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ『
ご
み
・
し

尿
』（http://w

w
w
.tow

n.oyodo.nara.
jp
/g
u
id
e/su

m
a
i_k
a
n
k
yo
u
/in
d
ex.

htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

環
境
整
備
課

不
法
投
棄
に
つ
い
て

野

焼

き

に

つ

い

て

事
業
所
か
ら
の
ご
み
の
排
出
に
つ
い
て

ご
み
は
正
し
く

　

処
理
し
ま
し
ょ
う

栃原テレビ中継局（栃原岳）からデジタル放送をご覧のみなさんへ
　放送チャンネルの変更作業を行います。テレビ画面が以下の様な状態になった場合、「チャンネル変更コール
センター」までお気軽にお問い合わせください。
■受付時間　平日：午前９時～午後９時
　　　　　　土日祝：午前９時～午後６時
■問い合わせ先　チャンネル変更コールセンター
　　　　　　　　☎0120－922－303
　　　　　　　　IP 電話などで上記につながらない場合
　　　　　　　　☎03－4321－0770
　本チャンネル変更対策は国の補助を受けて㈳デジタル放送推進協会（Dpa）の「総務省テレビ受信者支援セン
ター（デジサポ）」が実施しています。
（注）こまどりケーブル加入者は、今回の作業は関係ありません。
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平
成
24
年
度（
平
成
24
年
４
月
以

降
）の
保
育
所
の
入
所
申
込
を
次
の

と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

※�　

た
だ
し
、
す
で
に
卒
園
ま
で
の

入
所
申
込
を
済
ま
せ
た
園
児
に
つ

い
て
は
、
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。

入
所（
園
）に
つ
い
て

　

保
育
所
に
入
所
で
き
る
の
は
、
保

護
者
が
共
働
き
や
病
気
な
ど
の
理
由

に
よ
り
家
庭
保
育
が
で
き
な
い
乳
幼

児
に
限
り
ま
す
。

　

保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
こ
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
参
考
に
し

て
、
入
所
を
希
望
す
る
保
育
所
を
選

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
希
望
さ
れ

た
保
育
所
が
定
員
を
超
え
た
と
き

は
、
選
考
基
準
に
基
づ
い
た
優
先
順

位
に
よ
り
入
所
者
を
決
め
ま
す
。

　

入
所
が
決
ま
る
と
、
町
か
ら
保
護

者
に「
保
育
所
入
所
承
諾
書
」を
送
付

し
ま
す
。
入
所
が
認
め
ら
れ
な
い
と

き
は
、
保
護
者
に
そ
の
理
由
な
ど
を

記
載
し
た「
保
育
所
入
所
不
承
諾
通

知
書
」を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
保
護
者
が
了
解
さ
れ
た
場

合
、
保
育
所
が
入
所
申
込
の
代
行
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
入
所
申
込

の
代
行
に
よ
り
保
育
所
が
知
り
得
た

こ
と
が
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
基
準

○
ひ
と
り
親
家
庭

○�

祖
父
母
に
よ
り
養
育
を
受
け
て
い

る
場
合

○
兄
弟･

姉
妹
の
入
所
状
況

○
継
続
し
て
保
育
を
希
望
す
る
場
合

○
障
が
い
児
保
育
の
必
要
度

○
延
長
保
育
の
必
要
度

入
所
受
付
を
行
う

保
育
所（
園
）（　

）内
は
定
員

○
町
立
第
一
保
育
所（
１
２
０
人
）

○
町
立
あ
お
ぞ
ら
保
育
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
０
人
）

○
私
立
延
明
保
育
園（
１
５
０
人
）

○
私
立
花
吉
野
え
ん
め
い
保
育
園

　
　
　
　
　
　
　
　
（
90
人
）

○
私
立
北
野
保
育
園（
１
２
０
人
）

入
所
申
込
の

受
付
期
間
と
場
所

■
受
付
期
間

　

11
月
16
日（
水
）か
ら

　

11
月
18
日（
金
）ま
で

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
受
付
場
所

○
町
役
場　

福
祉
課

○
各
保
育
所

申
請
に
必
要
な
も
の

■
給
与
所
得
者
の
場
合

○
印
鑑

○
平
成
22
年
分
の
源
泉
徴
収
票

※�　

後
日
、
就
労
証
明
書
と
平
成
23

年
分
の
源
泉
徴
収
票
を
提
出

■
自
営
業
の
場
合

○
印
鑑

○
平
成
22
年
分
の
確
定
申
告
の
写
し

※�　

後
日
、
就
労
証
明
書
と
平
成
23

年
分
の
確
定
申
告
の
写
し
を
提
出

問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

福
祉
課

※�　

本
文
中
の「
保
育
所
」と
い
う
記

述
は
、「
保
育
所･

保
育
園
」を
意

味
し
ま
す
。

保
育
所
・
保
育
園

保 育 所 ・ 保保 育 園 ・ 幼 ・稚 園
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保育所（園）情報保育所（園）情報保育所（園）情報 ①住所と電話番号　②対象児　　③保育時間　　④送迎バス
⑤給食　　　　　　⑥その他の保育事業
⑦保育所の特徴　　⑧その他

1

①大淀町大字桧垣本2484番地の１�☎0747－52－2693
　メールアドレス：1－hoiku@town.oyodo.lg.jp
②０歳（生後６ヶ月から）（定員６人）～小学校就学前
③通常保育（月～金）＝午前８時30分～午後４時30分
　延長保育（月～金）＝午前７時30分～午後７時
　通常保育（土曜日）＝午前８時30分～午後０時30分
　延長保育（土曜日）＝午前７時30分～午後４時30分
　※　土曜日のみ各自送迎・弁当持参
④送迎バスあり
⑤完全給食（月曜日～金曜日）

⑥◦延長保育事業　◦障がい児保育
　◦一時預かり事業（家庭保育が困難な幼児を一時
　　的に保育します。）
⑦◦たえず花が咲いているお花のテラス、金魚やメダ
カが泳ぐビオトープ、季節の野菜が収穫できる菜
園など、四季の自然の変化を五感で感じながら、
広い園舎や園庭、県下最大のプールで生き生きと
活動できるよう保育の環境を整えています。

　◦幼児期に思いっきり体を動かして遊びきること
により、一人ひとりの子どもの自発性、想像力
の芽を伸ばし、自分も友だちも大切にできる豊
かな人間性を持った子どもを育成します。

⑧◦管理栄養士による栄養指導や給食試食会の実施
　◦町立図書館への訪問や園外保育、「うーたんタイ
ム」での異年齢の交流もはかっています。

　◦園庭開放を毎週月曜日から金曜日、午前10時か
ら午前11時まで行っています。

2

町立あおぞら保育所　　町立あおぞら保育所　　町立あおぞら保育所　　
①大淀町大字越部1179番地� ☎0747－52－4071
　メールアドレス：aozora－hoiku@town.oyodo.lg.jp
②０歳（生後６ヶ月から）（定員６人）～小学校就学前
③通常保育（月～金）＝午前８時30分～午後４時30分
　延長保育（月～金）＝午前７時30分～午後７時
　通常保育（土曜日）＝午前８時30分～午後０時30分
　延長保育（土曜日）＝午前７時30分～午後４時30分
　※　土曜日のみ各自送迎・弁当持参
④送迎バスあり
⑤完全給食（月曜日～金曜日）

⑥◦延長保育事業
　◦一時預かり事業（家庭保育が困難な幼児を一時
　　的に保育します。）
　◦障がい児保育（ともに育つことを大切にしています。）
⑦�春は園庭に咲き誇る色とりどりの花。夏は水しぶ
きをあびてわき上がる子どもたちの歓声。秋は、
トンボを追いかけて園庭を走りまわる子どもたち。
冬はとんどやおもち焼きを楽しんで、四季おりお
りの自然の中で、一人ひとりの子どもを大切にし、
毎日楽しんでもらえるような保育をめざし日々努
力しています。
⑧◦生活習慣の確立
　◦子どもの自発性、自主性を尊重し、創造性、可
能性の芽を引き出し育て伸ばす保育

　◦園庭開放・異年齢交流保育実施　
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　の中の数字は、各保育所（園）・幼稚園の写真内の数字をあらわしています。

5

7

3

8 西部幼稚園

2
4

北　野
保育園1

6

花吉野えんめい
保育園

大淀幼稚園

延明保育園
第　一
保育所

東部幼稚園

花吉野えんめい
保育園

あおぞら
保育所
あおぞら
保育所 北　野

保育園

保育園

社会福祉法人 延明福祉会①大淀町大字桧垣本1833番地の１�☎0747－52－0388
　ホームページアドレス：http://www.ans.co.jp/n/enmei/
②０歳（生後６ヶ月から）～小学校就学前
③通常保育（月～土）＝午前８時30分～午後４時30分
　延長保育（月～金）＝午前７時～午後７時
　延長保育（土曜日）＝午前７時～午後４時30分
④送迎バスなし
⑤完全給食（月曜日～土曜日）
⑥◦延長保育事業
　◦地域子育て支援事業　

　　町から委託を
　　受け、子育て支
　　援センターを開設し
　　ています。サークル「ち
　　びっこランド」や育児相談
　　室を開設し、子育てを力強く
　　サポートします。
⑦◦基本的生活習慣を身につける保育
　　あいさつをする・はきものをそろえる
　　・お話をしっかり聞く子どもに育てます。
　◦人間形成の大切な乳幼児期に
　　たくましい根っこを育てる
　　保育「心の力」「学ぶ力」「体の
　　力」を身につけ、体育が好き、
　　学習が好き、本が好きな子ど
　　もに育てます。

�

社会福祉法人 延明福祉会
保育園えんめいえんめいえんめい

①大淀町大字福神１の122（花吉野ガーデンヒルズ内）
　☎0747－54－5056
　ホームページアドレス：http://www.enmei.jp
②０歳（生後６ヶ月から）～小学校就学前
③通常保育（月～土）＝午前８時30分～午後４時30分
　延長保育（月～金）＝午前７時～午後７時
　延長保育（土曜日）＝午前７時～午後４時30分
④送迎バスあり
　⑤完全給食（月曜日～土曜日）
　　　⑥◦延長保育事業
　　　　◦休日保育事業
　　　　　◦一時預かり事業（家庭保育が困難な幼
　　　　　児を一時的に保育します。）

　　　　　　　　⑦◦基本的生活習慣を身につける
　　　　　　　　　　保育
　　　　　　　　　　　あいさつをする・はきもの
　　　　　　　　　　をそろえる・お話をしっ
　　　　　　　　　　　　かり聞く子どもに育
　　　　　　　　　　　　　てます。

　◦人間形成の大切な乳幼児期にたくましい根っこ
を育てる保育「心の力」「学ぶ力」「体の力」を身に
つけ、体育が好き・学習が好き・本が好きな子
どもに育てます。

　◦各学年にはクラスがありますが、活動は３・４・
５歳児は主に異年齢保育（混合）になります。

　◦食事と活動を別にしたランチルームを完備
　◦広い園庭と隣接した広い公園の自然に囲まれた
園舎です。

�
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幼
稚
園

�

大淀町中増61番地の２
☎0746－32－0264　

　異年齢児との活動を積極的に取り入れ、人
間関係の基礎を培えるように努めています。

町立東部幼稚園

　

町
立
幼
稚
園
で
は
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
可
能
性
を
大
切
に
し
、

個
性
を
伸
ば
す
教
育
の
創
造
を
中
心

課
題
と
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
家
族

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自
分
の

こ
と
は
自
分
で
で
き
る
子
、
健
康
で

明
る
い
子
、
み
ん
な
と
仲
良
く
で
き

る
子
、
や
さ
し
く
思
い
や
り
の
あ
る

子
と
な
る
よ
う
、
子
ど
も
た
ち
が
生

き
る
力
の
基
礎
を
育
成
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
で
は「
今
後

の
幼
稚
園
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い

て
」保
護
者
な
ら
び
に
地
域
の
み
な

さ
ま
に
対
し
説
明
会
や
意
見
交
換
会

等
を
開
催
し
、
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
き
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
結

果
、
平
成
25
年
４
月
１
日
に
大
淀
幼

稚
園
と
西
部
幼
稚
園
を
統
廃
合
し
、

現
西
部
幼
稚
園
に
て（
仮
称
）大
淀
西

部
幼
稚
園
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。ま
た
、現
東
部
幼
稚
園
も（
仮
称
）

大
淀
東
部
幼
稚
園
へ
園
名
が
変
更
と

な
り
、
２
園
に
て
よ
り
一
層
幼
稚
園

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

募
集
を
行
う
幼
稚
園

（　

）内
は
募
集
人
数

○
町
立
東
部
幼
稚
園(

60
人)

○
町
立
大
淀
幼
稚
園(

60
人)

○
町
立
西
部
幼
稚
園(

60
人)

対
象
児

○
３
歳
児

　

平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
４
歳
児

　

平
成
19
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
５
歳
児

　

平
成
18
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ

受
付
期
間

　

11
月
15
日（
火
）か
ら

　

11
月
17
日（
木
）ま
で　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

申
込
方
法

　

申
込
用
紙
を
記
入
し
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
受
付
期
間
内
に
印
鑑
を

ご
持
参
の
う
え
、
町
教
育
委
員
会
事

務
局
学
務
課（
町
役
場
３
階
）ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
事
務
局　

学
務
課

　

☎
０
７
４
７-

52-

１
５
２
２

大淀町今木779番地の４
☎0745－67－1766

　子どもたちが持っている素晴らしい力
が発揮できるように努めています。

町立西部幼稚園

�

保育園

社会福祉法人 北野福祉会　　　　　　　　　　　　　　　①大淀町大字北野
　　　　　　　　　　　　　　23番地の10
　　　　　　　　　　　　☎0746－32－0240
　　　　　　　　　　　ホームページアドレス：http://
　　　　　　　　　　www.kitano－kids.com
　　　　　　　　②０歳（生後２ケ月から）～小学校就学前
　　　　　　　③通常保育（月～金）＝午前８時30分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　午後４時30分
　　　　延長保育（月～金）＝午前７時～午後８時
　　通常保育（土曜日）＝午前８時30分～午後０時30分
　延長保育（土曜日）＝午前７時～午後５時30分

④送迎バスあり
⑤完全給食（月曜日～土曜日）
　※　月に一度、お弁当会があります。
⑥延長保育事業
　◦一時預かり事業（家庭保育が困難な幼児を一時的
に保育します。）

　◦障がい児保育事業
　　病後児保育事業（看護師が専門施設で病気回復期
のお子様を保育します。）

⑦未満児（０・１・２歳児）は集団生活の前段
　階と考え、あたたかく保育します。３歳児以
　上はあいさつを大事にし、園生活を通じて礼儀、　
　言葉遣い、やり通す心の習得を目標とし、保護者
　の多様なニーズに応えるように日々努力していま
　す。年中泳げる温水プール、多彩なクラブ活動（空
　手、バレエ、ピアノ、サッカー）
⑧�おしゃべりサロン（未就園児サークル）、園庭で自
由あそび、在園児との交流、専任教師と英語あそ
び、育児相談など、お子さまの子育ての力強いパー
トナーです。

�

　色々な体験や経験を通して感性や感情
の豊かさを培えるように努めています。

町立大淀幼稚園 大淀町下渕947番地の１
☎0747－52－5424

�
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（健康増進課）

12月１日（木）です。
［乳幼児］午前９時～午前11時
　　　　�身体計測や、保健師・栄養士に
�������������よる健康や育児についての相談
�������������を行います。
［成　人］午後２時～午後４時
�������������尿検査・血圧測定・保健師や栄
�������������養士による健康についての相談
�������������を行います。

母子健康手帳・妊婦健康診査補助券は町保健センター
で交付しています。印鑑を持ってきてください。

母子健康手帳は町保健センターで交付しています

●子どもの健康診査

●予防接種

●検　　診

予防接種名 実施日
対象児

今月通知する子 前の対象で受けていない子

三 種 混 合
百日咳（ジフテリア）破傷風

Ⅰ期初回
（３回接種）

11月16日（水）
12月９日（金）���
１月16日（月）

H23. ５.14～ H23. ６.17生まれ ７歳未満の子

Ⅰ期
追加 11月16日（水） H21.12.15～ H22. １.13生まれ

「Ⅰ期初回」の接種を終了した
７歳６カ月未満の子�

Ⅱ期 小学６年生の子

麻しん風しん
混　　　　 合

第１期

11月29日（火）

H22.10.29～ H22.11.29生まれ １歳から２歳未満の子
第２期 幼稚園・保育所等の年長児
第３期 中学１年生の年齢に相当する人
第４期 高校３年生の年齢に相当する人

※１　受付時間は午後１時30分～午後２時です。ただし、三種混合Ⅱ期は午後１時45分～午後２時です。　
※２　対象児には予診票を送付します。
※３　料金は無料で、場所は町保健センターです。
★転入された人は、以前に受けた予防接種の種類・回数等の連絡をお願いします。
　〈連絡がない場合は、予防接種のご案内ができない場合があります。〉

　 実施日　・　受付時間 対　　　象

４ カ 月 児 健 康 診 査
11月17日（木）・午後０時45分～午後１時 H23. ６.18～ H23. ７.14生まれ
12月14日（水）・午後０時45分～午後１時 H23. ７.15～ H23. ８.12生まれ

10 カ 月 児 健 康 診 査
11月18日（金）・午後０時45分～午後１時 H22.12.16～ H23. １.15生まれ
12月15日（木）・午後０時45分～午後１時 H23. １.16～ H23. ２.15生まれ

１歳６カ月児健康診査 11月30日（水）・午後１時15分～午後２時 H22. ４. １～ H22. ５.31生まれ

※１　対象児には問診票を送付します。　※２　料金は無料で、場所は町保健センターです。
※３　４カ月児健康診査では、BCG予防接種を同時実施します。

検診・内容 実施日・受付時間 対　　象 料　　金 定員・場所

乳がん検診
（視診・触診・問診・
乳房X線撮影）

平成24年１月11日（水）
２月１日（水）

午後１時30分～午後２時30分

満40歳以上の町民の女性
※�受診回数は２年度につき１回です。平成22
年度に受診した人は今年度は対象になりませ
ん。ただし今年度の『女性特有のがん検診無
料クーポン券』をお持ちの人はこの限りでは
ありません。

満40～49歳
2,000円
満50～64歳
1,800円
満65歳以上
500円

20人
（要予約・先着順）

町立大淀病院

※　町保健センターへ電話等で申し込んでください。

〔第２期…年長児のお子さん〕・〔第３期…中学１年生の年齢に相当する人〕・〔第４期…高校３年生の年齢に相当する人〕
　麻しん風しん混合予防接種（第２・３・４期）を終了していないお子さんについては、来年３月31日までに
接種を受けてください。来年の４月以降は、接種対象外となります。上記の集団接種日に受けられない
場合は、町保健センターに相談してください。

～麻しん風しん混合予防接種について～
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日本人女性の乳がん罹患者数・死亡者数の推移
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Source:Center for Cancer Control and Information Services,
            National Cancer Center, Japan
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　子宮頸がん・ヒブ（インフルエンザ菌ｂ型）・小児用肺炎球菌の３種
のワクチン（任意）各接種について費用の助成を行っています。
　これらのワクチン接種を希望される人は、実施医療機関へお問い
合わせのうえ、予約後、町保健センターへ印かんを持参でお越しく
ださい。
■助成対象期間　平成24年３月31日までに接種を受けたもの

　詳しくは、お問い合わせください。
■問い合わせ先　町保健センター（健康増進課）　☎0747－52－9403

子宮頸がん・ヒブ・小児用肺炎球菌予防ワクチン
各接種に係る助成について

ワクチンの種類 対象者 接種回数 受け方

子宮頸がん 中学１年～高校１年生 ３回 初回⇒１カ月後
⇒５カ月後　　

ヒブ
肺炎球菌 生後２カ月～５歳未満 年齢により、回数および間

隔が異なります。

　私費でのワクチン接種を希望される
人へも接種が再開されました。
※�　詳しくは、医療機関へお問い合わ
せください。

■接種回数　
　３回接種
■費　　用
　（１回あたり）約16,000円程度
※　医療機関により多少異なります。

子宮頸がん予防ワクチンに係る
私費接種の再開について

　今回は「乳がん検診」についてお話します。

＊＊乳がんの状況＊＊
　女性が罹

り

患
かん

するがんとして乳がんが１位になってお
り、その数は年々上昇し５万人を超えています。これは、
16人に１人が一生のうち乳がんと診断されるという数
値です。（2005年�国立がん研究センター）

　30歳代後半から乳がんの罹患率は一気に上昇し、40
歳代～50歳代をピークとしますが、20歳代でも乳がん
は認められ、60歳以降も高い罹患率のまま推移してい
ます。

　他のがんと比較すると、乳がんの罹患率に対しての
死亡率は低く、乳がんと診断されても早期のものはほ
とんど治ります。さらに早期の発見であれば乳房を温
存したままの手術など治療法の選択も広がり、体への
負担も少なくなります。

＊＊乳がんの早期発見のために
　　　　　　　　　検診を受けましょう＊＊

　検診では医師による視触診とマンモグラフィ（乳房 X
線撮影装置）を用いたレントゲン撮影を行います。マン
モグラフィでは視触診では発見できないような小さな
しこりも撮影されます。マンモグラフィで発見される
70％以上が早期がんです。

＊＊２年に１回の検診と　　　　
　　　月に１回の自己検診を忘れずに＊＊

　町の乳がん検診の受診は２年度につき１回となって
います。これは、２年に１回の検診でも毎年検診した
場合とほぼ同様の有効性が示されているためです。た
だし、検診を定期的に行っていても新たにしこりを発
見した場合などは速やかに受診をするようにしてくだ
さい。異常を早期に発見するためにも月に１回のペー
スで自己検診法を行うようにしてください。

問い合わせ先
町保健センター（健康増進課）

☎0747－52－9403

マンモグラフィでは乳房
を平たく押さえて撮影を
行います。これは乳

にゅうせん

腺の
重なりを減らし見落とし
なく診断し、Ｘ線被爆量
を低減するためです。

乳がん検診のご案内
　町保健センターでは満40歳以上の女性を対象に
「乳がん検診」の集団・個別検診の受付を行っていま
す。
■内　容　問診、視触診、乳房Ｘ線撮影
　　　　　集団で受診の場合は自己検診法の説明
　詳しくは毎月の広報けんこうガイド・町ホーム
ページなどでご確認ください。　　
※�　平成22年度に町の乳がん検診を受診された人
は今年度の対象になりません。
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第47回　糖尿病週間行事　栄養展

展示コーナー
○場所　健康相談室　
○時間　午後１時〜午後２時

町立大淀病院　栄養士・清友会会員

講演コーナー
○場所　会議室
○時間　午後２時〜午後３時
○演題　糖尿病の再確認
　　　　〜薬剤師からのメッセージ〜

町立大淀病院　平井 真澄先生（薬剤師）

無料検査コーナー
○場　　所　健診室　
○時　　間　午後１時〜午後２時
○検査項目　血糖、血圧、骨の健康度、体脂肪率
○検査項目　等

町立大淀病院　検査技師・看護師

相談コーナー
○場所　ホール
○時間　午後１時〜午後２時

町立大淀病院医療スタッフ
医師・看護師・薬剤師・理学療法士

栄養士・臨床検査技師

■主　　　　催　町立大淀病院　清友会
■問い合わせ先　清友会事務局
　　　　　　　　☎0747－52－8801（内線283）

　栄養展は全国糖尿病週間にちなんで、糖尿病の予防とより良い治療を目的として開催されます。糖尿
病で悩んでいる人だけではなく、家族や一般の人も気軽に参加してください。

■日　時　11月1�日（土）午後１時～午後３時
　　　　　　　　　　　　　■場　所　町保健センター

フットチェック
足の点検とお手入れ方法の説明

※�血液検査に関する相談は、検査データを
　お持ちください。
※脱ぎやすい靴下・靴でお越しくだ
　さい。

糖尿病の合併症、正しく知って予防しよう

　

臨
床
工
学
技
士（
Ｃ
Ｅ
、
Ｍ
Ｅ
と
も
呼

ば
れ
る
）と
は
１
９
８
７
年
に
で
き
た
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新
し
い
国
家
資
格
で
あ
り
、
主
に

医
療
現
場
で
使
用
さ
れ
る
医
療
機
器
の

操
作
と
点
検
を
行
う
専
門
医
療
職
種
の

こ
と
で
す
。
最
近
で
は
テ
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医
龍
』

が
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さ
れ
、
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で
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臓
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の
手
術
に
お
い
て
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と
さ
れ
る
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臓
と
肺
の
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能
の
代
わ
り
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す
る
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工
心
肺
装
置
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操
作
を
臨
床
工
学
技
士

が
行
っ
て
い
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し
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。
こ
の
ド
ラ
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き
っ
か
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と
な
り
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り
臨
床
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学
技

士
と
い
う
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が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
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た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

当
院
に
は
３
名
の
臨
床
工
学
技
士
が

勤
務
し
て
い
ま
す
。
主
に
透
析
室
の
中

で
働
い
て
い
ま
す
。
腎
臓
の
働
き
が
悪

く
な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん
に
行
う
血
液

透
析
で
使
用
す
る
機
器
の
操
作
と
点
検

を
行
っ
た
り
、
定
期
的
に
透
析
中
の
患

者
さ
ん
の
血
圧
測
定
や
状
態
を
観
察
し

た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の

業
務
と
し
て
、
院
内
に
あ
る
多
く
の
医

療
機
器
の
操
作
と
点
検
も
行
っ
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
、
患
者
さ
ん
の
呼
吸
を

助
け
る
人
工
呼
吸
器
が
正
常
に
作
動
し

て
い
る
か
確
認
を
行
い
、
患
者
さ
ん
の

状
態
も
観
察
し
て
い
ま
す
。
臨
床
工
学

技
士
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し
て
の
使
命
と
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療
機
器
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療
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受
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ま
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。

　

臨
床
工
学
技
士
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医
学
と
工
学
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面
の
知
識
と
技
術
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兼
ね
備
え
た
職
種

で
あ
り
、
医
療
機
器
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
た
だ
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
縁
の
下
の
力
持
ち
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
部
分
が
多
い
で
す

が
、
チ
ー
ム
医
療
の
中
で
医
師
や
看
護

師
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
患
者

さ
ん
の
生
命
維
持
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
地
域
住
民
の
皆
様
に
対
し
て
、

臨
床
工
学
技
士
と
い
う
職
業
を
浸
透
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
立
大
淀
病
院

　
　
　

臨
床
工
学
技
士　

樽
井　

克
典

『
臨
床
工
学
技
士
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？
』
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このコーナーでは、町
のがんばっている人を
紹介します。

岩
いわもと

本　剛
つよ

司
し

さん（写真右側）
（県立高等養護学校２年生）

　岩本さんは、町内在住の県立高等養護学校２年生で卓球部に
所属され、10月22日（土）から山口県において開催されました

『第11回全国障害者スポーツ大会（大会スローガン『君の一生懸
命に会いたい』）の卓球競技に奈良県代表として出場され活躍さ
れました。

★『全国障害者スポーツ大会』は
　競技等を通じてスポーツの楽しさを体験するとともに、多く
の人が「障がい」に対する認識や理解を深め、「障がい」のある人の
社会参加促進をめざし催される全国的なスポーツの祭典です。
そして、毎年、国民体育大会に続いて開催されています。

★今後の目標は
　卓球をはじめ他のスポーツ、また様々な活動にチャレンジし
ていきたいです。これからも応援をよろしくお願いします。

◇日　　時
　〈足腰お悩み緩和水中歩行〉
　11月25日（金）　午後２時～午後２時45分
　〈関節痛対策水中運動〉
　11月30日（水）　午前10時30分～午前11時15分
◇参加料金
　500円（通常3,000円／１ヶ月：全４回）
◇持ち物
　水着・スイミングキャップ・タオル

　少人数での練習になりますのでとび箱が苦手なお
子さんでも安心して練習していただけますのでぜひ、
ご参加ください。
◇日　　程　11月24日（木）・25日（金）
◇時間・対象

◇定　　員　各クラス10組　
◇申込受付　11月７日（月）～20日（日）
　　　　　　電話またはフロントにて　※　先着順
◇参加料金　1,000円／24日のみ
　　　　　　1,500円／２日間
◇お願い
�◦�当日は動きやすい服装・屋内用シューズをご用意く
ださい。（施設内の更衣室を利用していただけます。）

◦�水分補給のできるものやお子さんに必要と思われ
るものはご用意ください。

関節痛対策水中運動　ワンコイン体験

こども運動教室（とび箱）�参加者募集

対　象 時　間
年中・年長児 午後３時30分～午後４時30分

小学１年生・２年生 午後４時45分～午後５時45分

◇日　　程
　11月16日（水）～11月20日（日）
◇時間・対象

※�　安全の為、お子さんの泳力などにより参加でき
るクラスがご希望にそえない場合があります。

◇定　　員　各クラス５人
◇特　　典
�　子どもスイミング教室（本科）へ途中参加していた
だけます。
　料金　4,800円（通常9,600円／３ヶ月：全12回）

子どもスイミング教室　無料体験

対　象 曜　日 時　間

４歳～
小学１年生

水曜日～金曜日
午後３時40分～
午後４時40分

土曜日
午前10時30分～
午前11時30分

日曜日
午前10時～
午前11時

小学１年生～
４年生

水曜日～金曜日
午後４時50分～
午後５時50分

土曜日
午前11時40分～
午後０時40分

日曜日
午前11時10分～
午後０時10分

小学４年生～
中学生

水曜日～金曜日
午後６時～
午後７時

土曜日
午後０時50分～
午後１時50分

日曜日
午前11時10分～
午後０時10分
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日 月 火 水 木 金 土

15 16 17 18

2220

14

27 29

12116 7

31　 2 4 5

23 24 25 26

19

11月のカレンダー11月のカレンダー

21

11月のカレンダー

28

文化会館・図書館ともに休みの日

図書館が利用できない日　　　　

8 10

30

9

30

13

■問い合わせ先　町立図書館　☎0747－54－2120

11月のおはなし会
●11月５日（土）午後２時30分～　
　こどものためのおはなし会
●11月20日（日）午後３時～　
　こどものためのおはなし会
●11月27日（日）午後２時～　
　大人のための朗読会　響

休 　 館 　 情 　 報

　11月�日（月）から1�日（土）までの1�日間、図書特
別整理期間のため休館となります。特別整理期間中は、
図書館の利用はできません。ご迷惑をおかけしますが、
ご了承ください。

●休館に伴う倍貸し●
　特別整理期間の前に、通常の倍の冊数・期間、本を
貸し出します。この期間中は１人10冊まで、４週間の
貸出になります。読書の秋にたっぷりと本をお楽しみ
ください。
■倍貸し期間　11月６日（日）まで

リサイクルブックフェア（古本・雑誌市）

　図書館で利用の終えた図書および保存期間を経過し
たために除籍した雑誌、利用者のみなさんからお寄せ
いただいた古本を無料で持ち帰っていただくリサイク
ルブックフェアを開催します。
■日　時　11月19日（土）午後１時～４時
■場　所　町文化会館　小ホール
※　雑誌がなくなり次第、終了します。
※�　リサイクルブックフェアを当日手伝っていただけ
るボランティアも同時に募集しています。作業内容
はリサイクルブックフェアの受付、本の搬入・搬出・
整理等です。

●提供していただく古本・ボランティアを募集●
　ご家庭で読み終えた本や、不要になった本を図書館
へお持ちください。
○申込み　必要　※　受付中
○本の持ち込み　11月13日（日）～18日（金）
○持ち込みの冊数　１家族につき50冊まで
○持ち込み図書の種類
　一般書・文庫本・児童書・絵本
　※　漫画・雑誌は受付できません。
【注意事項】
◦�本の状態、内容によっては受付できない場合があり
ます。
◦�残った本は、リサイクルブックフェア終了後、1週
間以内に必ず引き取りに来てください。

図書館からのお願い

　図書の貸出利用カードを他人に貸与または譲渡しな
いでください。

人　　形　　劇　　公　　演

　人形劇公演を開催します。演目等詳細は来月の広報
でご覧ください。
■日　時　12月24日（土）
　　　　　開場　午前10時15分～
　　　　　開演　午前10時30分～午前11時30分
■場　所　町文化会館　小ホール
■入場料　無料
■定　員　120人　※　要申込・先着順・町内優先
■申込み　12月２日（金）から、図書館カウンターま
たは電話で受付します。

あ　か　ち　ゃ　ん　劇　場

　あかちゃん劇場を開催します。
　生まれて初めてふれる絵本は、子ども達が成長して
いく課程でとても大切です。
　そこで、おうちの人のひざの上でゆったりと人形劇
を見て、おはなしへの興味をもっていただきたいと思
います。
■日　時　12月９日（金）
　　　　　開場　午前10時15分～
　　　　　開演　午前10時30分～午前11時00分
■場　所　町文化会館　２階会議室Ｂ
■入場料　無料
■対象者　�おうちの人のひざの上で座れるぐらいから

１歳まで
■定　員　15組～20組
※　要申込・先着順・町内優先
■申込み　11月13日（日）から受付開始
※　1�日～1�日までは、電話のみの受付となります。
　　20日～図書館カウンターまたは電話で受付します。
※�　１歳以上のご兄弟が来られる場合は、申込時にお
申し出ください。
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み
の
料

理
を
注
文
し
ま
し
た
が
、
最
後
に
お

子
様
ラ
ン
チ
を
一
つ
別
に
注
文
し
ま

し
た
。
来
店
し
た
の
は
確
か
に
夫
婦

二
人
だ
け
で
子
ど
も
の
姿
は
あ
り
ま

せ
ん
。
怪け

訝げ
ん

に
思
っ
た
ウ
エ
イ
ト
レ

ス
は
確
認
し
ま
し
た
。「
お
子
様
ラ
ン

チ
の
ご
注
文
で
す
か
。」と
。
そ
れ
を

察
し
た
夫
婦
は
話
し
ま
し
た
。「
私
た

ち
に
は
子
ど
も
が
い
ま
し
た
。
こ
こ

の
お
子
様
ラ
ン
チ
が
大
好
き
で
、
特

別
な
日
に
は
家
族
三
人
で
必
ず
こ
こ

へ
食
事
に
来
て
い
ま
し
た
。
実
は
今

日
は
、
子
ど
も
の
誕
生
日
だ
っ
た
の

で
す
。」「
だ
か
ら
お
子
様
ラ
ン
チ
を

お
願
い
し
ま
す
。」ウ
エ
イ
ト
レ
ス
は

「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。」と
応
え
、

席
を
離
れ
る
と
子
ど
も
用
の
椅い

す子
を

運
ん
で
き
て
、
夫
婦
の
席
の
間
に

そ
っ
と
置
き
ま
し
た
。

　

ほ
ど
な
く
し
て
夫
婦
の
料
理
と
と

も
に
お
子
様
ラ
ン
チ
が
運
ば
れ
て
き

ま
し
た
。
お
子
様
ラ
ン
チ
は
誰
も
す

わ
る
こ
と
の
な
い
小
さ
な
椅
子
の
前

に
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
お
子
様
ラ
ン
チ
に
は
小
さ
な
手
作

り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
添
え
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は「
来
年

の
お
誕
生
日
も
ご
来
店
下
さ
い
。
心

か
ら
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。」

と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
る
ラ
ジ
オ

番
組
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
も
の
で

す
。
こ
の
話
を
聞
い
て
、
胸
が
熱
く

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
想
像
し
ま
し

た
。
子
ど
も
を
亡
く
し
た
夫
婦
の
深

い
悲
し
み
が
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
の
行
為

に
よ
っ
て
ほ
ぐ
さ
れ
る
姿
を
。

　

な
ん
て
素
敵
な
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
で

し
ょ
う
か
。
彼
女
は
子
ど
も
を
亡
く

し
た
こ
の
夫
婦
の
悲
し
さ
や
寂
し
さ

に
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
夫
婦
の
永
遠
に

変
わ
る
こ
と
の
な
い
子
ど
も
へ
の
深

い
愛
情
に
純
粋
に
応
え
た
の
で
し
ょ

う
。こ
ん
な
機
知
に
富
ん
だ
対
応
は
、

決
し
て
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
で
き

な
い
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
つ
い
自
分
の
こ
と
ば

か
り
に
心
が
と
ら
わ
れ
て
、
人
の
立

場
や
心
に
真し
ん

摯し

に
寄
り
添
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
誰
も
が
苦
境
に
立
た

さ
れ
た
と
き
、
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た

言
葉
や
気
づ
か
い
で
救
わ
れ
た
と
い

う
経
験
が
お
持
ち
で
し
ょ
う
。

　

人
の
気
持
ち
を
察
し
、
思
い
や
る

心
。
そ
ん
な
心
を
持
ち
続
け
た
い
も

の
で
す
。

　今、舞
まいばや

囃子
し

「玄
げんじょう

象」に取り組んでいます。謡、舞、笛、小鼓、大鼓、
太鼓に別れて役割ごとの練習を続けてきました。
　そして、この前初めてあわせて練習しました。謡

うたい

が早くなったり、
途中で止まりそうになったり、最初のうちはバラバラでした。先生
は「とにかく演奏がはじまったら止まらずに最後まで堂々と演じな
さい。」とアドバイスされました。繰り返すうちにあってきましたが、
まだまだです。大鼓は練習
の後、居残りが命じられまし
た。とにかく覚えることが肝
心、子どもたちはみんな必死
です。

この欄や人権についてのご意見を
募集しています。

町役場　人権住民課　人権施策推進室
E−MAIL：jinken@town.oyodo.lg.jp
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　「お家でのお子さまとの関わり方」「オムツ替え」「授乳」
など、家庭への子育てについて相談がある場合は、自宅に
訪問します。気軽に利用してください。

　子育てを支援する町の事業で、延明保育園に委託して事業
を実施しています。
■ク ラ ス　ひよこクラス（３ヵ月～１歳３ヵ月）
　　　　　　月２回（１回はプレママクラスと合同）
　　　　　　パンダクラス（１歳児）　月曜日
　　　　　　ウサギクラス（２歳児以上）　水曜日
　　　　　　プレママっこ（マタニティー）　月１回
■時　　間　午前10時～午前11時30分（９時30分から開放）
■場　　所　町地域子育て支援センター
■持 ち 物　水筒・お手ふき・参加費（大人１人につき100円）
※１　各クラスはすべて申込制です。
※２　月～金曜日は「あそびの森」の開放日です。自由に
　　利用してください。申し込みは必要ありません。
　　時間は午前10時から午後２時までです。
■育児相談　育児相談は随時受付をしています。
　　　　　　希望者は、延明保育園に直接申し込んでください。
■問い合わせ先　延明保育園　☎0747－52－0388

ひ
よ
こ

ク
ラ
ス

11月16日（水） おもちつき　※３クラス合同

11月29日（火） 育児講座「食育について」　※栄養士さんがお話してくださいます・お誕生会

パ
ン
ダ

ク
ラ
ス

11月７日（月） 外あそび・手作りおやつ　※雨天時：スタンプあそび
11月14日（月） サーキットあそび
11月16日（水） おもちつき　※３クラス合同
11月21日（月） ワイワイたいむ「絵本について」

11月28日（月） 保育園に遊びに行こう！・お誕生会※場所：延明保育園　現地集合・現地解散

ウ
サ
ギ

ク
ラ
ス

11月９日（水） 保育園に遊びに行こう！・お誕生会※場所：延明保育園　現地集合・現地解散

11月16日（水） おもちつき　※３クラス合同

11月22日（火） ストレッチ体操

11月30日（水） ワイワイたいむ「子どもの叱り方」・手作りおやつ

ベビーマッサージ
◇日　　時　11月８日（火）
◇内　　容　助産師が指導します。
◇参 加 費　初回300円、次回から200円が必要です。

サテライト保育
◇日　　時　11月８日（火）午前10時～午前11時
◇場　　所　花吉野えんめい保育園
◇対象地区　�花吉野ガーデンヒルズ・今木・鉾立・薬水・岩

壺・大岩・佐名伝・大阿太グリーンポリスに
お住まいの人

青空ひろば
◇日　　時　11月15日（火）午前10時～午前10時30分
◇内　　容　�支援センターの外で折り紙やお絵描きをし

て過ごします。クラスは関係なく、どなた
でも参加できます。

◇参 加 費　無料

おもちつき
◇日　　程　11月16日（水）
◇時　　間　ひよこ・パンダクラス：午前10時～
　　　　　　ウサギクラス：午前10時45分～
◇場　　所　子育て支援センター
◇持 ち 物　エプロン・三角巾・マスク・タオルなど

ストレッチ体操
◇日　　時　11月22日（火）午前11時～
◇内　　容　�日頃使わない筋肉を動かし、体をリフレッ

シュさせましょう。
◇参 加 費　200円 ( チケット２枚 )

お誕生会
◇内　　容　�11月生まれのお友達を、クラスのお友達み

んなでお祝いします。素敵なプレゼントも
ありますので、11月生まれのお子さんはぜ
ひ参加してください。　

※　各クラスごとに行います。

クリスマスコンサート イン ホワイエ
～スタンダードジャズ／

ワンハンドレッド・リクエストコンサート～
リクエストお応え曲目リストの中から

お客さまのお聞きになりたい曲をその場で演奏。
参加型のイベントです。ぜひお越しください。

（出演）宗清洋トリオ　升本しのぶ他

■日　時　12月17日（土）　開演　午後６時
　　　　　※　開場は30分前
■場　所　町文化会館　あらかしホールホワイエ（ロビー）
■入場料（好評発売中）　全席自由
　［前売一般］�1,000円（前売りのみ）
　［友 の 会］�800円（前売りのみ）
　［当　　日］�1,200円

ばんばひろふみコンサート2012
～風にむかって～

■日　時　平成24年１月21日（土）　開演　午後５時　　
　　　　　※　開場は30分前
■場　所　町文化会館　あらかしホール
■入場料　全席指定
　［一　般］�3,500円
　［友の会］�3,000円（前売りのみ）
■チケット発売日
　［一　般］�11月19日（土）から
　［友の会］�11月14日（月）から

■問い合わせ先
　町文化会館　☎0747－54－2110
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自
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
人
が
、

よ
り
安
心
し
て
介
護
が
で
き
る
よ
う

に
、
介
護
の
知
識
と
技
術
を
学
び
、

介
護
に
対
し
て
の
精
神
的
・
肉
体
的

な
軽
減
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

■
内　

容

　

お
口
美
人
は
健
康
美
人

　

�

～
あ
な
た
の
お
く
ち
力
は
大
丈
夫

で
す
か
？
～

■
日　

時　

11
月
25
日（
金
）　

　

�

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま

家
族
介
護
者
教
室

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校
で
は
、
平

成
24
年
度
に
入
学（
転
入
学
）を
希
望

す
る
障
が
い
の
あ
る
生
徒
と
そ
の
保

護
者
に
対
し
て
、
同
校
の
肢
体
不
自

由
教
育
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
体
験
入
学

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
校
で
は
県
内
全
域
を
対

象
に
、訪
問
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

障
が
い
が
重
い
、
病
気
な
ど
健
康
上

明
日
香
養
護
学
校　

体
験
学
習

の
理
由
、
あ
る
い
は
家
庭
の
都
合
な

ど
で
学
校
に
通
学
す
る
こ
と
の
困
難

な
生
徒
の
家
庭
に
教
員
が
訪
問
し
て

行
う
教
育
で
す
。

■
日　

時

〈
中
学
部
〉

11
月
30
日（
水
）

　

�

午
前
９
時
10
分
か
ら
午
後
１
時
ま

で
※　

給
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。

〈
高
等
部
〉

12
月
１
日（
木
）

　

�

午
前
９
時
10
分
か
ら
午
後
１
時
ま

で
※　

給
食
の
試
食
を
行
い
ま
す
。

■
場　

所　

県
立
明
日
香
養
護
学
校

■
対　

象

〈
中
学
部
〉

◦�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
小
学
６
年

生
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

◦�

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ
る

生
徒
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

〈
高
等
部
〉

◦�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
中
学
３
年

生
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

◦�

訪
問
教
育
の
体
験
を
希
望
さ
れ
る

生
徒
と
保
護
者
お
よ
び
関
係
者

※�　

当
日
参
加
の
困
難
な
場
合
は
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切　

11
月
16
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
明
日
香
養
護
学
校　

広
瀬

エ
イ
ズ
相
談
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
の
お
知
ら
せ

　

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー（
12
月
１
日
）に

伴
い
、
エ
イ
ズ
相
談
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

（
エ
イ
ズ
検
査
）を
行
い
ま
す
。

■
日　

時

〇
夜
間
検
査

　

12
月
１
日（
木
）

　

午
後
５
時
30
分
か
ら
午
後
７
時
30

　

分
ま
で

〇
休
日
検
査

　

12
月
４
日（
日
）　　

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30

　

分
ま
で

〇
常
設
検
査

　

毎
月
第
２
・
４
月
曜
日　

　

午
前
９
時
か
ら
午
前
11
時
ま
で

※　

祝
祭
日
を
除
く

■
場　

所

　

吉
野
保
健
所（
吉
野
郡
下
市
町
新

　

住
15-

３
）

■
内　

容

　

相
談
・
血
液
検
査
・
結
果
説
明

■
予　

約　

不
要

■
そ
の
他

　

匿
名
・
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

吉
野
保
健
所　

健
康
増
進
課

　

☎
０
７
４
７-

52-

０
５
５
１

　

平
成
24
年
２
月
入
居
の
大
淀
町

営
・
改
良
住
宅
の
新
規
入
居
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
予
定
住
居

　

比
曽
第
三
町
営
住
宅（
３
戸
）

　

北
町
町
営
・
改
良
住
宅（
２
戸
）

■
受
付
期
間

　

�

12
月
12
日（
月
）か
ら
12
月
19
日

（
月
）ま
で

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

　

分
ま
で

※　

土
・
日
曜
日
を
除
く

■
応
募
資
格
等

　

�

平
成
23
年
６
月
11
日
以
前
か
ら
町

内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て
い

る
人

※　

他
、
諸
要
件
や
必
要
書
類
等
に

　

つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

人
権
施
策
推
進
室

町
営
・
改
良
住
宅

入
居
者
募
集

木
造
住
宅　

耐
震
診
断

支
援
事
業
の
募
集

　

町
で
は
大
規
模
地
震
発
生
に
備
え

た
安
全
な
地
域
づ
く
り
の
第
一
歩
と

し
て
、
建
築
さ
れ
て
か
ら
一
定
期
間

を
過
ぎ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
支

援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

町
内
の
木
造
住
宅
の
う
ち
、
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
も
の
で
、
延
床
面
積
が

２
５
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

も
の�

■
費　

用

国
・
県
・
町
が
診
断
費
用
を
負
担

し
ま
す
。

（
診
断
費
用
：
４
５
０
０
０
円
）

※　

個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

■
募
集
戸
数　

５
戸　

※　

先
着
順�

■
申
込
締
切　

11
月
30
日（
水
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
役
場　

建
設
産
業
課

で
■
場　

所

　

町
桜
ヶ
丘
総
合
セ
ン
タ
ー

　

２
階
集
会
室

■
対
象
者

◦�

町
内
在
住
で
、
要
支
援
・
要
介
護

状
態
に
あ
る
人
を
自
宅
で
介
護
さ

れ
て
い
る
人

◦�

一
人
暮
ら
し
の
虚
弱
高
齢
者
の
介

護
に
携
わ
っ
て
い
る
近
隣
の
援
護

者
◦
介
護
に
対
し
て
興
味
の
あ
る
人

■
募
集
人
数　

30
人
程
度

■
申
込
締
切　

11
月
22
日（
火
）

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト

　

☎
０
７
４
７-

52-

７
７
６
０

　

☎
０
７
４
４-

54-

３
３
８
０
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　　　法テラス
　身近な法的トラブルについてお
気軽に問い合わせてください。
　解決に役立つ法制度や最適な相
談機関を紹介します。

■問い合わせ　
　法テラス奈良　☎050－3383－5450
　法テラス南和法律事務所
　（下渕やすらぎビル内）　

☎050－3383－0025

人権相談

教育相談（予約が必要です）

心配ごと合同相談

無料法律相談（予約が必要です）

住宅増改築相談

消費生活相談

無料交通事故相談

児童相談

■日時　午前９時〜午後４時
　　　　（土、日、祝日を除く毎日）
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権施策推進室

■日時　毎週月〜金曜日（平日）
　　　　午前９時30分〜午後４時30分
■場所　大淀町適応指導教室
■問い合わせ　大淀町適応指導教室
　　　　　　　☎0746−34−5016

■日時　毎月第２・第４水曜日
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町社会福祉協議会
　　　　　　　☎0747−52−1941

■日時　11月16日㈬
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　下市町役場

■問い合わせ　下市町役場住民福祉課
　　　　　　　☎0747−52−0001
■日時　12月16日㈮
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　大淀町役場人権住民課
　　　　　　　☎0747−52−5501
■日時　平成24年１月16日㈪
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　吉野町役場
■問い合わせ　吉野町役場町民課
　　　　　　　☎0746−32−3081

■日時　毎週火曜日
　　　　午後１時〜午後４時
■場所　下市町役場
■問い合わせ　下市町役場建設産業課
　　　　　　　☎0747−52−0001

■日時　11月19日㈯　
　　　　午前９時〜午後４時
■場所　大淀町中央公民館
■問い合わせ　
　県建築協同組合中吉野支部
　☎0747−52−9971

■日時　毎月第２火曜日
　　　　午前10時〜午後３時
■場所　大淀町役場
■問い合わせ　県交通安全対策課
　　　　　　　☎0742−27−8731

■日時　12月２日㈮　
　　　　午前10時30分〜午後４時
■場所　吉野町中央公民館
■問い合わせ　高田こども家庭相談センター
　　　　　　　☎0745−22−6079

自
衛
官
募
集
の
ご
案
内

■
募
集
種
目

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

■�

受
験
資
格（
平
成
2�
年
４
月
１
日

現
在
）

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
男
子

■
受
付
期
間

〇
一
般

　

平
成
24
年
１
月
６
日（
金
）ま
で

〇
推
薦

　

12
月
16
日（
金
）ま
で

■
試
験
日
時

〇
一
般（
１
次
試
験
）

　

平
成
24
年
１
月
14
日（
土
）　

〇
推
薦

　

�

平
成
24
年
１
月
７
日（
土
）か
ら
１

月
９
日（
月
）ま
で
の
間
の
指
定
す

る
１
日

■
合
格
発
表

〇
一
般（
１
次
合
格
発
表
）

　

平
成
24
年
１
月
23
日（
月
）　

〇
推
薦

　

平
成
24
年
１
月
13
日（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
五
條
地
域
事
務
所

　

☎
０
７
４
７-

22-

３
７
８
９

　

多
重
債
務
者
を
対
象
と
す
る
相
談

会
を
県
と
後
記
の
市
町
で
実
施
し
ま

す
。
借
金
問
題
は
必
ず
解
決
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※　

相
談
に
は
、
専
門
の
弁
護
士
や��

　

司
法
書
士
が
応
じ
ま
す
。

■
開
催
日
程

　

�

11
月
22
日（
火
）か
ら
11
月
28
日

（
月
）ま
で

■
主　

催

　

�

奈
良
県
・
市
町
村
・
弁
護
士
会
・　

司
法
書
士
会
・
奈
良
財
務
事
務
所

■
予
約
方
法

　

�

11
月
７
日（
月
）か
ら
、
各
相
談
会

場
に
て
受
付
開
始

※　

電
話
予
約

〈
相
談
実
施
県
・
市
町
〉

奈
良
県
・
10
市（
奈
良
市
・
大
和
高

田
市
・
大
和
郡
山
市
・
天
理
市
・

橿
原
市
・
桜
井
市
・
御
所
市
・
生
駒

市
・
葛
城
市
・
宇
陀
市
）、
４
町（
平

群
町
・
三
郷
町
・
斑
鳩
町
・
安
堵

町
）

※�　

開
催
場
所
へ
の
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い
合
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・

申
込
み
は
、
該
当
県
市
町
へ
直
接

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�　

県
開
催
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は
、
奈
良
県
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
て
受
付
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民
事
介
入
暴
力
出
張
相
談
所

開
設
の
ご
案
内

　

暴
力
団
等
が
関
係
し
た
被
害
や
不

当
な
要
求
な
ど
の
困
り
ご
と
に
つ
い

て
、
弁
護
士
や
暴
力
追
放
相
談
員
が

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日　

時

　

11
月
25
日（
金
）

　

午
後
１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
場　

所

　

町
役
場　

３
０
２
会
議
室

■
料　

金

　

無
料

■
問
い
合
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�

奈
良
県
暴
力
団
追
放
県
民
セ
ン

タ
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中
吉
野
警
察
署

　

☎
０
７
４
７-
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０
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１
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11
月
25
日（
金
）か
ら
12
月
１
日

（
木
）ま
で
の
期
間
は
、『
犯
罪
被
害
者

週
間
』で
す
。

　

地
域
社
会
で
犯
罪
被
害
者
を
支
え

る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
が
一
丸
と

な
っ
て
犯
罪
と
対
決
す
る
気
運
を
高

犯
罪
被
害
者
支
援

奈
良
県
民
の
つ
ど
い

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会
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町 役 場
0747－52－5501

0747－52－5502

大 淀 病 院 0747－52－8801

水 道 部 0747－52－0137

大 淀 消 防 署 0747－52－1199

教 育 委 員 会 0747－52－1522

町 中 央 公 民 館 0747－52－1524

保 健 セ ン タ ー 0747－52－9403

児 童 セ ン タ ー 0747－52－8319

桜ヶ丘総合センター 0747－52－5402

旭ヶ丘総合センター 0746－32－5189

杉本記念文化センター 0746－32－2489

平 畑 体 育 館 0747－52－6234

南和広域美化センター 0747－52－3253

一般廃棄物処理施設（西ヶ峰） 0747－52－8419

文 化 会 館 0747－54－2110

図 書 館 0747－54－2120

町 社会福祉協議会 0747－52－1941

町包括支援センター 0747－52－7760

中 吉 野 警 察 署 0747－53－0110

吉野路大淀ｉセンター 0747－54－5361

健康づくりセンター 0746－34－5501

シルバー人材センター 0747－54－5522

ふれあい活動センター 0747－54－5533

パ ー ク ゴ ル フ 場 0745－67－0543

善意銀行だより善意銀行だより
　今回、次の方から善意が寄せられました。

□亡父供養として　

　金　100,000円

　野木　昭博 (口桧垣本 )

　ありがとうございました。有意義に使わ

せていただきます。

　��町社会福祉協議会

大淀町ふるさと応援寄附金について

め
、「
安
全
・
安
心
の
街
づ
く
り
」を

実
現
す
る
た
め
、
犯
罪
被
害
者
支
援

奈
良
県
民
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

す
。

■
日　

時

　

11
月
25
日（
金
）
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午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
40

分
ま
で（
午
後
１
時
開
場
）

■
場　

所
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や
ま
と
郡
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城
ホ
ー
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ホ
ー
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奈
良
県
大
和
郡
山
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北
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山

町
２
１
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３
）

※�　

近
鉄
郡
山
駅
か
ら
徒
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分

（
線
路
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側
）

■
料　

金

　

無
料

■
主　
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�

奈
良
県
・
奈
良
県
警
察
・
公
益
社

団
法
人
な
ら
犯
罪
被
害
者
支
援
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ン
タ
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■
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容

〇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

　

�

奈
良
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
ウ
ェ

ル
カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

〇
開
会
式
典

　

主
催
者
あ
い
さ
つ�

等

〇
基
調
講
演

　

�

鈴
木�

共
子
氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の

ち
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
代
表
理
事
）

〇
映
画
上
映

　
「
０
か
ら
の
風
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

奈
良
県
警
察
本
部　

県
民
サ
ー
ビ

ス
課　

犯
罪
被
害
者
支
援
係

　

☎
０
７
４
２-
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０
１
１
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　９月中に次の方から寄附をいただきました。

　　　匿　　　　名　　　　　5,000円
　　　　他　２名様

　みなさまの熱い想いを実現できるように、大切に
活用させていただきます。
　今後も変わらぬ応援をお願いいたします。

　火災が発生しやすい時季を迎えますので、火気の取扱いには十
分注意しましょう。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
－３つの習慣・４つの対策－

【３つの習慣】
●寝たばこは、絶対やめる。
●ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
●ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。
【４つの対策】
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
●�寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を
使用する。
●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
●�お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制を
つくる。

火事・救急は119
もう取り付けましたか？住宅用火災警報器
設置相談窓口　☎0747−52−1199

中吉野広域消防組合消防本部・大淀消防署

平成23年秋季全国火災予防運動
11月９日（水）～11月15日（火）

防火標語　『消したはず　決めつけないで　もう一度』
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大淀町民憲章（平成3年11月1日制定）
わたくしたちは、吉野の、川と緑の恵み
を守り、豊かな文化と活力ある南和の中
核都市をめざし、この憲章を制定します。

１．�わたくしたちは、緑と水と心のきれ
いな町をつくります。

１．�わたくしたちは、互いに人権を尊び、
共に生きるあたたかい町をつくります。

１．�わたくしたちは、すぐれた郷土を愛
し、文化と教養の香りたかい町をつ
くります。

１．�わたくしたちは、スポーツに親しみ、
健康で仕事に励む活気ある町をつく
ります。

１．�わたくしたちは、老人を敬い、子ど
もの夢を育て、生きがいのある町を
つくります。

この広報紙は、再生紙を使用しています。

広告は、町の新たな財源の創出を図るために掲載しています。みなさまのご理解とご協力をお願いします。

このコーナーの「すまいる」の写真を
お待ちしています。申し込みは、町
役場総務課まで。

（土田）

両親からのコメント

元気に明るく育ってね

　のうごき
平成23年₉月30日現在

●人　口� 19,667人（−27）
　　男� 9,439人（−17）
　　女� 10,228人（−20）
●世帯数� 7,586　（−11）
����　（　）内は前月との比較

柏
かしわぎ

木　颯
そ う る

琉くん
（平成21年９月16日生まれ）

広　告

広　告

広　告


